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市民協働推進プロジェクト会議 雑草が茂る胡麻川上流部

の
治
水
対
策
は
全
く
未
整

備
で
、
市
民
の
安
全
・
安

心
が
奪
わ
れ
る
。
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

　
　
　

下
保
野
田
地
域
よ

り
上
流
部
分
は
未
改
修
で
、

土
砂
の
堆
積
、
雑
草
が
茂

り
通
水
断
面
が
確
保
さ
れ

な
い
事
を
確
認
。
今
秋
以

降
か
ら
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
を
実
施
す
る
。

　
　
　
　
　
　

浚
渫
は
３

年
計
画
で
実
施
。
京
都
府

の
管
理
河
川
よ
り
上
流
部

も
今
後
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

市
長

土
木
建
築
部
長

　
　

合
併
協
議
で
示
す
数

値
と
比
較
す
る
と
地
方
交

付
税
・
市
税
を
合
わ
す
と

計
画
と
同
様
な
推
移
を
示

し
て
い
る
。
扶
助
費
の
増

加
は
、
制
度
変
更
に
よ
る

も
の
で
国
、
府
の
支
出
金

も
増
加
。
急
激
に
進
め
た

本
町
区
画
整
理
事
業
、
地

域
情
報
基
盤
整
備
事
業
、

防
災
無
線
、
市
の
財
源
が

1
0
0
%
必
要
な
工
場
誘

致
奨
励
金
な
ど
が
原
因
と

考
え
る
。
一
方
で
は
補
助

金
等
の
削
減
に
よ
る
事
業

費
の
削
減
が
公
債
比
率
に

問

影
響
し
市
政
を
圧
迫
す
る
。

貴
重
な
財
源
で
あ
る
国
保

調
整
交
付
金
（
約
５
千
万

円
）
が
不
交
付
に
な
る
な

ど
、
国
と
の
パ
イ
プ
を
切
っ

た
市
政
運
営
が
原
因
と
思

う
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

地
域
情
報
基
盤
整

備
事
業
、
防
災
無
線
は
新

市
計
画
に
基
づ
き
実
施
し

た
。
事
業
の
実
施
に
は
有

利
な
補
助
金
、
交
付
税
措

置
の
あ
る
有
利
な
起
債
の

選
択
も
重
要
と
考
え
る
。

　

工
場
誘
致
奨
励
金
は
、

長
期
的
な
観
点
か
ら
効
果

市
長

の
あ
る
事
業
と
考
え
る
。

国
と
の
パ
イ
プ
は
切
っ
た

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　

18
年
度
の
国

保
調
整
交
付
金
は
国
へ
の

要
請
の
な
か
で
交
付
を
さ

れ
た
が
、
19
年
度
は
国
へ

の
要
請
は
し
な
か
っ
た
。

放
置
さ
れ
た
胡
麻
川
上
流
部

の
治
水
対
策

　
　

宅
地
造
成
に
よ
る
農

地
・
山
林
の
開
発
で
保
水

能
力
が
低
下
し
、
豪
雨
に

よ
る
影
響
で
道
路
ま
で
も

浸
水
す
る
。
ま
た
、
上
流

部
の
広
野
を
含
め
た
地
域

市
民
部
長

問

「住民参加条例」の制定を
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市長 合併直後の財政需要で予算規模が拡大市長

市民協働を
どう進めるのか

バラ色の合併、
３年目で財政難

　
　

市
政
懇
談
会
で
の
内

容
の
公
表
と
市
民
の
方
々

の
意
見
の
返
答
は
、
ま
た
、

意
見
を
今
後
の
施
策
に
ど

の
よ
う
に
反
映
す
る
の
か
。

　
　
　

現
在
、
頂
い
た
意

見
や
提
言
の
精
査
を
行
っ

て
い
る
。
具
体
的
に
お
答

え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
行

う
。
ま
た
、
日
頃
賜
っ
て

い
る
ご
意
見
等
も
十
分
踏

ま
え
、
今
後
の
行
政
評
価

等
に
い
か
し
、
施
策
に
反

映
す
る
。

問市
長

公
共
交
通
の
格
差
是
正
を

　
　

現
在
、
園
部
以
北
の

列
車
本
数
は
、
半
分
以
下

で
あ
る
。
不
便
が
故
に
止

む
無
く
園
部
駅
利
用
の
方

も
お
ら
れ
る
と
考
え
る
。
同

じ
市
に
住
み
な
が
ら
、
不

自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
本
数
増
便
を
強

く
求
め
る
。
ま
た
、
利
用

者
の
実
態
調
査
と
本
数
の

少
な
さ
を
バ
ス
で
フ
ォ

ロ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
。

　
　
　

平
成
22
年
春
の
園

部
ま
で
の
複
線
化
の
中
で

問市
長

園
部
以
北
の
ダ
イ
ヤ
改
正

が
伴
っ
て
く
る
と
も
思
わ

れ
る
の
で
、
よ
り
強
く
要

望
し
て
い
く
。
利
用
形
態

等
の
調
査
も
課
題
と
し
て

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
バ
ス
は

現
在
、
通
学
が
基
本
で
あ

り
、
検
討
課
題
で
あ
る
。
今

後
、
抜
本
的
に
構
築
し
て

い
く
。

　
　
「
た
て
か
べ
」
は
河
川

に
根
付
い
た
木
々
が
成
長

し
、
Ｊ
Ｒ
鉄
橋
周
辺
道
路

の
見
通
し
を
悪
く
し
て
い

る
。
早
期
伐
採
を
求
め
る
。

問

　
　
　

早
急
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

学
力
テ
ス
ト
の
公
表
は

　
　

テ
ス
ト
に
は
税
金
が

使
わ
れ
て
い
る
。
結
果
を

公
表
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　

結
果
に
つ
い
て

は
過
度
な
競
争
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
、
特
段
の
配

慮
が
必
要
で
あ
り
、
個
々

の
市
町
村
名
・
学
校
名
を

明
ら
か
に
し
た
公
表
は
行

わ
な
い
。

市
長

問教
育
長

丹政クラブ
仲村　　学 議員

　
　

旧
4
町
7
大
施
策
を
基

本
と
し
て
合
併
し
た
が
、
過

去
２
年
間
の
施
策
、
今
後
の

計
画
を
み
る
と
き
、
い
ろ
い

ろ
不
平
等
が
あ
る
。
象
徴
的

な
例
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
な

い
八
木
駅
で
あ
る
。
中
心
市

街
地
と
し
て
旧
園
部
の
7
大

施
策
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
が
、

他
の
今
後
の
計
画
に
は
予
算

も
つ
い
て
い
な
い
。
こ
の
地

域
の
森
林
の
重
要
性
は
市
長

の
認
識
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
の
た
び
の
N
P
O
と
の
「
協

働
事
業
」
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス

ト
づ
く
り
に
事
務
費
な
ど
の

問

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

総
合
振
興
計
画
の
事
業
計
画

で
は
、
子
育
て
支
援
事
業
は

今
後
３
年
間
今
ま
で
ど
お
り

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
度
の
条
例
改
正
に
よ
り

削
減
さ
れ
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
漏
洩
と
い
う
重
大
な
環
境

問
題
を
発
生
さ
せ
な
が
ら
、

今
後
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理

計
画
の
対
策
や
研
究
費
す
ら

計
上
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

の
根
本
的
問
題
に
触
れ
な
い

振
興
計
画
は
答
弁
の
基
礎
と

す
べ
き
土
台
と
も
な
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
財
政

健
全
化
法
に
基
づ
く
総
合
振

興
計
画
は
何
よ
り
財
源
の
確

保
が
重
要
で
あ
る
。
住
民
の

将
来
的
財
政
負
担
度
最
悪
（
88

町
中
86
番
目
）
の
旧
園
部
町

で
こ
れ
だ
け
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
た
の

は
カ
リ
ス
マ
的
町
長
の
手
腕

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の

事
業
の
継
続
は
至
難
の
こ
と

で
あ
る
。
自
ず
か
ら
総
合
計

画
は
合
併
時
の
新
市
計
画
と

大
き
く
変
わ
ら
ざ
る
を
え
な

い
。
あ
え
て
整
合
性
を
求
め

る
こ
と
で
大
き
な
矛
盾
が
出

て
い
る
。
ま
ず
は
財
源
の
確

保
が
最
優
先
課
題
で
あ
り
市

長
、
副
市
長
は
庁
舎
内
で
財

源
を
探
す
よ
り
外
へ
出
て
国

や
府
に
こ
の
地
域
の
投
資
や

財
源
移
譲
を
強
力
に
訴
え
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
い
か
が

お
考
え
か
。

　
　
　

新
市
計
画
と
振
興
計

画
に
整
合
性
は
あ
る
。
八
木
駅

は
本
郷
区
画
整
理
と
あ
わ
せ

考
え
る
。
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト

計
画
は
企
業
の
負
担
で
行
う
。

環
境
汚
染
問
題
は
重
要
だ
、
今

後
考
え
る
。
財
源
獲
得
は
今

以
上
に
努
力
す
る
。
市
民
協

働
事
業
は
今
後
も
進
め
る
。

市
長

意見を公表し、施策に反映する 市長

市政懇談会の
意見はどういかすのか

新市建設計画 (合併時 )と総合
振興計画に整合性はあるのか

新市建設計画と振興計画に整合性はある

活緑クラブ
八木　　眞 議員

市長

　
　

市
政
懇
談
会
で
、
総

合
振
興
計
画
実
現
の
た
め

に
「
市
民
と
共
に
築
く
ま

ち
づ
く
り
」
す
な
わ
ち
「
市

民
と
の
協
働
」
を
提
言
さ

れ
、「
市
民
と
共
に
担
う
ま

ち
づ
く
り
手
法
検
討
委
員

会
」
を
発
足
さ
せ
た
と
聞

く
。
こ
の
委
員
会
に
市
長

自
ら
も
委
員
と
し
て
参
加

し
、
議
論
し
よ
う
と
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市

民
協
働
は
市
長
と
し
て
ど

う
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　

協
働
の
概
念
、
と

問市
長

り
く
み
の
方
向
性
を
示
す

「
住
民
参
加
条
例
」
の
制
定

を
考
え
て
い
る
。
そ
の
前

段
階
と
し
て
委
員
会
を
組

織
し
た
が
、
私
は
参
画
し

て
い
な
い
。
住
民
協
働
の

考
え
方
は
多
種
多
様
で
あ

る
。
委
員
会
と
連
携
し
な

が
ら
具
体
的
な
施
策
を
進

め
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
事
業
削
減
よ
り

副
市
長
・
参
与
の
縮
減
を

　
　

私
は
早
く
か
ら
「
財

政
が
厳
し
い
町
同
士
が
、

い
く
ら
合
併
し
て
も
財
政

は
豊
か
に
な
ら
な
い
」
と

問

言
い
続
け
て
き
た
。
最
近

で
は
、
合
併
を
推
進
し
て

き
た
人
た
ち
か
ら
も
「
こ

ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
。

思
惑
と
は
違
う
」
と
の
声

が
出
始
め
て
い
る
。「
子
育

て
支
援
事
業
」
等
の
削
減

案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
は
、
全
国
に
誇

れ
る
施
策
と
し
て
、
市
民

か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
つ
ま
り
、
厳
し
い

財
政
の
も
と
で
も
、
他
の

無
駄
な
支
出
を
抑
え
て
存

続
・
発
展
さ
せ
る
べ
き
、

優
先
度
の
高
い
施
策
で
あ

り
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
政
規
模
に
見
合
わ
な

い
副
市
長
２
人
、
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
総

合
支
所
の
参
与
に
つ
い
て
、

縮
減
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

子
育
て
支
援
と
い

う
総
合
的
な
観
点
に
立
っ

て
、
制
度
の
見
直
し
を
提

案
し
て
い
る
。
副
市
長
・

参
与
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
に
お
い
て
削
減
す
る
考

え
は
な
い
。

市
長
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ＪＲ八木駅 見通しを悪くしている木々「たてかべ」


